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　　日・ASEAN友好協力40周年認定イベント

Miss Campus Summit

★ 2月20日　アジアミスキャンパス来日
★ 2月21日　盛岡市表敬訪問・岩手県視察
★ 2月22日　ガクチカ観光PRアワード決勝戦
★ 2月23日　陸前高田市ワークショップ

★ 2月24日　石巻市復興支援ボランティアへの参加
★ 2月25日　MCSカンファレンス表敬訪問
★ 2月26日　アジアミスキャンパス帰国

行程表　2014年2月20日（木）～2月26日（水）

で 日本 を元気に！

23日(日)　10：00～12：00｜陸前高田市内視察

◎ 石巻市復興ボランティア◎ 陸前高田市ワークショップ

24日(月)　11：00～12：00｜石ノ森漫画館取材

24日(月)
虹色クレヨンでのボランティア活動

【NPO法人にじいろクレヨン】
●名称：NPO法人にじいろクレヨン（旧称：石巻こども避難所クラブ）
●主な事業内容　
被災した子どもを中心とした活動の展開・レクリエーション活動の提供　（石巻
市・仙台市・東松島市の仮設住宅に住む子どもたちへのレクリエーション活動）

23日(日)＠陸前高田市役所　13：00～18：00　
グループチームに分かれ陸前高田を周り、活性化プランを考案。

18：30　活性化プランのプレゼンテーションを開催。

第3回

スケジュール

午前
↓
↓アジア来日
↓
お昼
↓
↓盛岡移動
↓
夜
↓盛岡宿泊

9:30
↓
↓岩手県知事
↓ 訪問
↓
10:00
↓
↓岩手県観光
↓
↓
18：00

8:30
↓準備
9:00 
↓リハーサル
↓
10:30
↓
↓観光ＰＲアワード
↓決勝戦
↓
14:30
↓交流会
↓
15：30
↓陸前高田へ
↓移動
19：00
↓交流会

10:00
↓
↓陸前高田視察
↓
12:00
↓昼食
↓
13:00
↓
↓陸前高田
↓ワークショップ
↓
18:00 
18:30
↓発表会
↓
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↓石巻へ移動
↓
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↓石ノ森漫画館
↓取材
↓
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↓昼食
↓
13:00 
↓石巻市役所
↓訪問
14：30
↓虹色クレヨンでの
↓ボランティア  
15:00
↓東京へ移動
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開催地 東京→盛岡 盛岡 盛岡→陸前 陸前高田 陸前→東京 東京 東京

16:00     盛岡～陸前高田へ移動
19:00     陸前高田到着
19:30     陸前高田市の
　　　　　青年会議所みなさんとの
　　　　　交流会

22日(土)
10:00     集合・陸前高田市視察
　　　　　（語りべ・観光協会みよし副会長）
1２:00     昼食
13:00     陸前高田ワークショップ開始@市役所会議室
　     　　 　   ※青年会議所等のみなんさんがオブザーバー参加

18:00     活性化プラン発表会（陸前高田市長ご来場予定）
19:00     交流会@市役所会議室(持ち込み)

23日(日)
10:00     陸前高田～石巻へ移動
11:00     石ノ森漫画館取材
13:00     石巻市役所訪問
15:00     虹色クレヨンでのボランティア活動
　 　　　  　   ※虹色クレヨン：仮設住宅の子供たちをケアするNPO法人

14:30     石巻市役所訪問東京へ移動

　

24日(月)
イベント日程終了後も虹色クレヨンでの
ボランティア活動に参加

3月8日(日)

学
生のチカラで日本を元
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本イベントでのワーク
ショップをいかし、ボラン
テイア東北活性化隊を組
織し、派遣。今後の継続し
た、復興貢献活動へ。

http://kankoaward.gakuchika.com/2nd/

http://www.misscampus.net/summit2014/

kankoaward.gakuchika.com/2nd www.campusnavi.com/

in 東北
2014年2月22日（土）決勝戦開催＠岩手県公会堂

主催｜都道府県対抗・学生観光PRアワード 実行委員会　　

共催｜　　　 一般社団法人学生のチカラで日本を元気に！｠                  CampusNavi



学生のチカラで日本を元気に! 第2回都道府県対抗・学生観光PRアワード略称ガクチカ観光PRアワード
http://kankoaward.gakuchika.com/2nd
2013年10月～2014年2月 ＜プロモーション期間＞ 　
2013年10～12月は、ブログや各学園祭で観光名所の投稿 ＜審査期間：第一次：2014年1月＞ 　
（１）Google＋での投稿による、観光のPR 　
（２）地元のお土産物のアイデアプランの提案 　
（３）地元のドライブコースの提案 以上３つの内容に対する審査を行います。 ＜最終審査：2014年2月22日＞ 　
第一次のポイント獲得の上位10名による最終審査会でのプレゼンによる決定。 最終審査は、３つの要素で構成。 　

（１）地元観光PR 　（２）地元のお土産物のアイデアプラン 　（３）地元のドライブコースの提案
都道府県対抗・学生観光PRアワード 実行委員会

　　   一般社団法人学生のチカラで日本を元気に！｠                   CampusNavi

全国対抗・学生観光PRアワード運営事務局
北海道大学、弘前大学、岩手大学、東北大学、秋田大学、山形大学、福島大学、茨城大学、宇都宮大学、高崎経済大学、埼玉大学、東洋大
学、千葉大学、東京大学、慶応義塾大学、上智大学、青山学院大学、首都大学東京、成蹊大学、國學院大学、立教大学、学習院大学、明治
学院大学、中央大学、日大芸術、専修大学、横浜国立大学、北里大学、新潟大学、富山国際大学、金沢大学、福井大学、山梨大学、信州大
学、岐阜大学、静岡大学、名城大学、三重大学、龍谷大学、同志社大学、立命館大学、大阪大学、関西大学、神戸大学、関西学院大学、奈
良大学、和歌山大学、鳥取大学、島根大学、岡山大学、広島大学、下関市立、徳島大学、香川大学、松山大学、高知大学、福岡大学、佐賀
大学、長崎大学、熊本大学、大分大学、宮崎大学医学部、鹿児島大学、琉球大学

内閣府、国土交通省北海道運輸局、同東北運輸局、同関東運輸局、同北陸信越運輸局、同中部運輸局、同近畿運輸局、同中国運輸局、同

四国運輸局、同九州運輸局、日本政府観光局、北海道、青森県、岩手県、宮城県、山形県、秋田県、福島県、茨城県、群馬県、埼玉県、千葉
県、神奈川県、富山県、石川県、福井県、新潟県、山梨県、長野県、岐阜県、愛知県、滋賀県、兵庫県、大阪府、京都府、和歌山県、奈良県、
三重県、広島県、鳥取県、島根県、岡山県、高知県、山口県、香川県、愛媛県、福岡県、大分県、長崎県、宮崎県、佐賀県、熊本県、鹿児島
県、沖縄県、朝日新聞社、日本経済新聞社
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　全国の大学生が方言で「おらが街」を国内外にＰＲ。
　昨年の第一回に引き続き、全国47都道府県の大学生が、地元の
観光の魅力を国内外にＰＲする企画、「学生のチカラで日本を元気
に！第２回都道府県対抗・学生観光PRアワード」。今年度は昨年度
から参加枠を拡大し、全大学生を対象にGoogle＋での投稿による、
観光ＰＲと地元のお土産物のアイデイアプランの提案、地元のドライ

ブコースの提案を行っていただき、その中で成績優秀者10名が2月
22日（土）に岩手県公会堂で開催される決勝戦に出場します。
　そしてグランプリ・観光庁長官賞に輝いた方には、ミスキャンパス
サミット参加者とともに、陸前高田市の復興について考えるワーク
ショップに参加していただきます。

名    称
U R L
開催日時

主　　催

共　　催

制作運営
参加大学

特別後援
後 援

協 力

★「学生のチカラで日本を元気に！第2回都道府県対抗・学生観光PRアワード」
｜
｜
｜

｜

｜

｜
｜

｜
｜

｜

メッセージ開催概要
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観 光 庁 長 官

久保 成人

□ 特別顧問・審査委員長

陸 前 高 田 市 長

戸羽 太

□ 特別顧問

■ 「学生のチカラで日本を元気に！  第２回都道府県対抗・学生観光PRアワード」 イベント構成

第2回学生観光PRアワード

日時：2014年2月22日
47都道府県対抗観光PR
アワードグランプリファイナル

in岩手県立公会堂

日時：2014年2月23日
陸前高田市
ワークショップ

第3回ミスキャンパス
サミット2014

キャンパスサミット

本企画 特別企画

★本企画
　（コンペ：盛岡グランプリファイナル／
　 陸前高田ワークショップ）

★特別企画：第三回ミスキャンパスサミット

　「都道府県対抗・学生観光ＰＲアワード」が開
催されるにあたり、心から感謝申し上げます。地
元を愛する学生が自由な発想で新たな魅力を発
見し、地域観光の促進に取り組んでいただけるこ
とに大変心強く感じております。このイベントが
陸前高田市をはじめとする被災地の活性化につ
ながることをご期待申し上げます。

岩 手 県 知 事

達増 拓也

□ 特別顧問 　第２回都道府県対抗・学生観光PRアワード・
ファイナルの本県開催を、心から歓迎申し上げま
す。日本は、地域ごとにその土地に根差した文化
や独自の観光資源を有しています。こうした多様
な地域性を生かし、若者が自由な発想で観光の
面から地域活性化に取り組むことは非常に意義
深く、大会の御成功を心から祈念いたします。

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

開 催 に む け て／／／／／／／／／／／／／／／／ ／／／／／／／／／／／／／／／

kankoaward.gakuchika.com/2nd www.campusnavi.com/

　第２回都道府県対抗・学生観光PRアワード・フ
ァイナルの本県開催を、心から歓迎申し上げます。
日本は、地域ごとにその土地に根差した文化や独
自の観光資源を有しています。こうした多様な地域
性を生かし、若者が自由な発想で観光の面から地
域活性化に取り組むことは非常に意義深く、大会
の御成功を心から祈念いたします。



顧問・実行委員紹介

学生のチカラで日本を元気に！
都道府県対抗第２回学生観光ＰＲアワード特別顧問・

顧問・実行委員の皆様のご紹介（敬称略）
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＞観光庁 長官

久保 成人  

□特別顧問

□顧問

◎昭和５２．４ 運輸省採用◎５８．２ 同大阪陸運局総務部企画課長◎５９．７ 総理府防衛庁教育訓練局訓練課
部員◎６１． ６ 運輸省大臣官房国有鉄道部財政課補佐官◎６２．４ 同大臣官房国有鉄道改革推進部監理課補
佐官◎６３．４ 宮崎県企画調整部地域振興課長◎平成元．４ 同企画調整部総合交通課長◎２．４ 運輸省航空
局監理部総務課補佐官◎４．４ 同運輸政策局政策課補佐官◎４．６ 同運輸政策局政策課政策企画官◎５．７ 
同大臣官房文書課企画官◎７．６ 同近畿運輸局企画部長◎９．２ 同鉄道局総務課鉄道企画室長◎１０．７ 同航
空局管制保安部保安企画課長◎１１．７ 同大臣官房文書課広報室長◎１３．１ 国土交通省大臣官房広報課長
◎１３．７ 同海事局海事産業課長◎１４．７ 同鉄道局幹線鉄道課長◎１５．７ 同大臣官房参事官（人事）◎１６．
７ 同大臣官房人事課長◎１７．８ 同航空局監理部長◎１９．７ 同鉄道局次長◎２１．７ 同海上保安庁次長◎２
２．８ 同鉄道局長◎２４．９ 同大臣官房長◎２５．８ 同観光庁長官

＞復興副大臣

谷 公一

□特別顧問 ◎昭和２７年１月２８日生 ６１歳 （兵庫県美方郡村岡町出身）村岡町立射添小学校・村岡町立射添中学校・兵庫
県立八鹿高校◎昭和５０年３月 明治大学政経学部卒業◎昭和５０年４月 兵庫県庁入庁、自治省（総務省）、消
防庁を経て（阪神・淡路大震災に遭遇）県民生活部総務課長・県防災局長・県政策室長◎平成１５年８月 兵庫県
自民党第五選挙区支部支部長◎平成１５年１１月 第４３回衆議院総選挙初当選（１期・兵庫５区）◎平成１７年
７月 自民党副幹事長◎平成１７年９月 第４４回衆議院総選挙当選（２期・兵庫５区）◎平成１７年１１月 自民党
政調総務部会専任部会長◎平成１８年１０月 自民党税制調査会幹事◎平成１９年  ８月 国土交通大臣政務官
（安倍・福田内閣）◎平成２０年８月 自民党国対副委員長◎平成２０年９月 衆議院議院運営委員会（議事進行
係）◎平成２１年８月 第４５回衆議院総選挙（３期・近畿比例）◎平成２２年９月 自民党副幹事長◎平成２３年
５月衆議院東日本大震災復興特別委員会 理事◎平成２４年１２月 第４６回衆議院総選挙（４期・兵庫５区）◎
平成２４年１２月 復興副大臣（第２次・安倍内閣）◎平成２５年９月 復興副大臣　再任　（第３次・安倍内閣）

　

＞自民党副幹事長

関 芳弘

□特別顧問 ◎昭和40年6月７日生まれ◎昭和64年3月｠ 関西学院大学経済学部卒業。（在学中松下政経塾に合格）現在、英
国国立ウェールズ大学経営大学院ＭＢＡ生◎昭和64年3月三井住友銀行入行。（17年間）◎平成17年9月｠ 自
民党の公募に選ばれ、衆議院選挙兵庫3区に立候補、奇跡的な初陣を飾る。◎平成21年8月 第45回衆議院選
挙にて次点◎平成24年12月 第46回衆議院選挙にて当選◎現在の役職　【衆議院】予算委員会委員、内閣委
員会理事、沖縄及び北方問題等に関する特別委員会理事、科学技術・イノベーション推進特別委員会委員。【自
民党】副幹事長、運輸・交通関係団体委員長、経済産業・国土交通各副部会長、中央政治大学院副学院長、中小
企業・小規模事業者政策調査会事務局長。

　

＞岩手県知事

達増 拓也

□特別顧問

□特別顧問

◎昭和58年3月 岩手県立盛岡第一高等学校卒業◎昭和63年3月 東京大学法学部卒業◎昭和63年4月 外務
省入省◎平成3年3月 米国ジョンズ・ホプキンス大学国際研究高等大学院修了 外務省大臣官房総務課課長補
佐 等◎平成8年10月 衆議院議員（連続4期当選）◎平成19年4月30日～平成23年9月10日 岩手県知事（1期
目）◎平成23年9月13日～ 岩手県知事（2期目）

＞陸前高田市長

戸羽 太

1965年、神奈川県足柄上郡松田町生まれ。東京都町田市育ち。東京都立町田高卒。会社員を経て1995年4月
から陸前高田市議を務め、2007年3月に助役に就任。その後副市長を務める。2011年2月の市長選に初出馬、
初当選を果たした。市長就任直後に東日本大震災により壊滅的な被害を受け、復興に向けた新しいまちづくりを
進めている。「世界に誇れる美しいまちの創造」を一番のコンセプトに陸前高田独自の「ノーマライゼーションとい
う言葉の必要ないまちづくり」を目指している。

＞川崎商工会議所　会頭

山田 長満  

昭和２２年１０月１日鹿児島県生まれ。慶應義塾大学大学院商学研究科卒。平成１９年１０月株式会社経理バン
クホールディングス代表取締役社長を経て昭和６１年１０月 一般財団法人 日本起業家協会 理事長に就任。平
成22年１１月　川崎商工会議所　会頭に就任

□顧問

＞岩田合同法律事務所
　執行パートナー　 

田路 至弘

1982年東京大学法学部卒業。1982-1987年（株）神戸製鋼所勤務。1991年司法研修所修了（43期）。同年弁
護士登録・岩田合同法律事務所入所。1997年パリ第２大学DSU修了。1997-1998年リチャード・バトラー法
律事務所（パリ・ロンドン）。岩田合同法律事務所パートナーとして、上場企業（製造業、金融関係等）及びＩＴ関連
企業等の法律顧問として会社法、契約、金融取引、損害賠償、個人情報保護、株主総会など、企業が日々直面する
法的リスクについて、助言・指導を行うとともに、企業再編等のM&A案件や大型訴訟の企業側代理人として幅広
く訴訟も手掛けている。㈱常陽銀行コンプライアンス監査委員会委員。飛島建設（株）社外監査役。環境省契約適
正化監視等委員会委員。著書に「株主総会物語」（商事法務）、「わかりやすい電子記録債権法」（共著、商事法
務）、「新・会社法の要点と銀行実務への影響」（共著、地銀協）、「法務担当者のための民事訴訟対応マニュアル」
（共著、商事法務）、「法務担当者のためのもう一度学ぶ民法(契約編)」 (商事法務）ほか多数。 

□顧問

＞株式会社ブロードバンドタワー
　代表取締役会長兼社長CEO

藤原 洋

1954年、福岡県生まれ、1977年、京都大学理学部卒業し、1996年、東京大学工学博士（電子情報工学）を取
得。1997年に（株）日本アイ・ ビー・エム入社、その後、（株）日立エンジニアリング、（株）アスキーを経て、動画像符
号化方式の研究・標準化活動を行いMPEG（エムペグ）の創設に参画後、1996年、インターネット技術に関する
研究開発企業（株）インターネット総合研究所を設立。2005年、宇宙・環境エネルギーベンチャー（株）ナノオプト
ニクス・エナジーを設立（現在、取締役、ファウンダー）。2011年、（株）ブロードバンドタワー代表取締役会長に就
任。社長CEO兼務。公職活動として、現在、(財)インターネット協会　副理事長、慶應義塾大学環境情報学部特別
招聘教授、慶應義塾大学大学院プロジェクト研究教授、SBI大学院大学副学長を兼務。さらに、2009年、総務省
ICT政策タスクフォースメンバー、2010年、大学共同利用法人自然科学研究機構経営協議会委員、2011年、「日
印グローバル・パートナーシップ・サミット2011実行委員」に就任。代表著書に、『第４の産業革命』（朝日新聞出
版）の他、『ネットワークの覇者』（日刊工業新聞社）、『科学技術と企業家の精神』（岩波書店）など多数。

□実行委員長

＞東京大学　文科2類2年

川中崇史

◎一般社団法人学生のチカラで日本を元気に　理事長◎一般社団法人学生のチカラで日本を元気に 東京大学
在学中。1992年1月6日生まれ。熊本県出身。�灘高校卒業。東京大学広告研究会に所属しミス＆ミスター東大
コンテスト2012 MC担当後、2013年度、東京大学広告研究会代表に就任。

□顧問

＞株式会社ＧＥＴＴＩ GROUP
　代表取締役

太田 雅人

◎1965年8月4日生まれ◎1984年 大阪府立大手前高等学校卒◎1989年 関西学院大学経済学部卒◎1989年 日本電気(株)
NEC入社◎1991年　NEC退職後、GETTIグループ創業株式会社GETTI GROUP代表取締役、株式会社ゲッテイ　代表取締役、米
国法人GETTI INC CEO、香港法人GXHoldings inc. CEO　一般社団法人クールジャパン協議会　副理事長、NPO法人地域活性
化大学　副学長、一般社団法人学生のチカラで日本を元気に！　顧問。1986年の学生時代、ラグビー同好会に所属しながら"JCF日
本サークル連盟"を設立し、企業側からの学生活動への協賛・支援の窓口を 担う。その中で、企業の学生マーケティング・ニーズに気づ
き、ヤングマーケット向けの広告・プロモーション・情報配信を行う、学生ビジネス集団 を設立。大学卒業後、日本電気(株)（NEC）を経
て25歳の1991年にNEC退職後、 GETTIグループ創業。現在、1業種1社の企業と、学校法人・地方自治体をクライアントに、ブティッ
ク型で展開するBranding＆Consulting事 業を行うかたわら、大学時代に掲げた＜Boderless Communication＞をグループポリ
シーとし、世代メデイア等のグ ループ会社の代表者として＜世代間＞、＜地域 間＞、＜国家間＞の障壁を超えるコミュニケーションネッ
トワークの構築を目指している。ライフワークとして＜将来世代である学生と一緒に＞日本を元気に！の活動を展開している。

□顧問

＞コモンズ投信株式会社　会長

渋澤 健  

1983年テキサス大学　BS Chemical Engineering 卒業。1984年（財）日本国際交流センター入社。1987
年ＵCLA大学MBA経営大学院卒業。1987年ファースト・ボストン証券会社（NY）入社、外国債券を担当。1988
年JPモルガン銀行（東京）を経て、1992年JPモルガン証券会社（東京）入社、国債を担当。1994年ゴールドマ
ン・サックス証券会社（東京）入社、国内株式・デリバティブを担当。1996年ムーア・キャピタル・マネジメント
（NY）入社、アジア時間帯トレーディングを担当、1997年東京駐在員事務所設立。2001年シブサワ・アンド・カ
ンパニー株式会社を創業し、2007年コモンズ株式会社を設立（2008年コモンズ投信へ改名し、会長に就任）。
2012年公益法人日本国際交流センター理事長に就任。 

　

特別顧問

顧問
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決勝戦参加者と応募作品の紹介
投稿期間内に提出をしてもらったおすすめのドライブコースの提案、

新しいお土産ものの提案を紹介します！
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★鳥取県代表

＜おすすめドライブコース＞
「思い出にのこる、鳥取の食と温泉の満喫ドライブ」
出発地点「鳥取大学」→観光「魚見台」→昼食「牛骨ラーメン」
→観光「似顔絵本舗」→観光「鳥取砂丘」→観光「浜村温泉」→
晩御飯「賀露市場」

＜新しいお土産提案＞
商品名「とっとり砂丘 長いもコロッケ」
有名な砂丘長いものモッチリとした食感と鳥取和牛の組み合
わせ！

鳥取大学農学部4年
淺沼貴仁さん

★熊本県代表

＜おすすめドライブコース＞
「大満喫！熊本～阿蘇」
出発地点「熊本城」→観光「城彩苑」→昼食「山賊旅路」→観光
「阿蘇山」→観光「阿蘇ファームランド」

＜新しいお土産提案＞
商品名「熊本産・まいうまい」
名水百選に選ばれている菊池水源の水を使用した美味しいお米！

熊本大学教育学部地域共生社会課程
坂梨有佳さん

★愛知県代表

＜おすすめドライブコース＞
「愛知県北から南へ縦断観光」
歴史！文化！科学！学術！愛知の魅力に迫れる、北から南へ縦
断するコースです。
出発地点「国宝・犬山城」→観光「野外民俗博物館 リトルワー
ルド」→昼食「本店 鯱乃家」→観光「名古屋市科学館」→観光
「名古屋港水族館」→晩御飯「中部国際空港 セントレア」

＜新しいお土産提案＞
商品名「いちじく酒(日本酒)」
美容と健康に抜群ないちじくを伝統醸造技術を用いて作った
日本酒！

名城大学農学部生物環境科学科2年
林航平くん ★東京都代表

＜おすすめドライブコース＞
「五感で感じる吉祥寺」
出発地点「井の頭動物園」→昼食「八十八夜」→観光「三鷹の
森ジブリ美術館」→休憩「ハンモックカフェ」→夜ご飯「スパ吉」

＜新しいお土産提案＞
商品名「焼き小籠包」
本格的な上海の味を吉祥寺で！

成蹊大学経済学部2年
土谷梓さん

★山形県代表

＜おすすめドライブコース＞
「食と温泉堪能山形県縦断コース」
出発地点「山形駅(山形市)」→観光「りんご温泉 (朝日町)」→
昼食「庄内米と海の幸の海鮮丼 (酒田市)」→おやつ「絶品！ぼ
たもち一筋の店 (戸沢村)」→観光「銀山温泉 (尾花沢市)」

＜新しいお土産提案＞
商品名「もってのほか菊どら焼き」
食用菊の品種である「もってのほか」を中のアンに使用！

東北芸術工科大学企画構想学科4年
大越智明くん★大阪府代表

＜おすすめドライブコース＞
「★大阪、吹田市めぐりツアー★しぶいとこ行くよぉ～編」
出発地点「吹田ジャンクション」→観光「万博記念公園」→観光
「アサヒビール工場見学」→観光「関西大学」→晩御飯「GB’s 
CAFE AREA1」

＜新しいお土産提案＞
商品名「芽吹き たこわさ」
吹田の名酒焼酎芽吹とわさびとネギを混ぜた至極のたこわさ！
 

関西大学法学部4年
高木友馬くん

★滋賀県代表

＜おすすめドライブコース＞
「四季折々の魅力発見！いつ来てもステキな滋賀県」
出発地点「白鬚神社」→昼食「道の駅藤樹の里あどがわ」→観
光「メタセコイア並木」

＜新しいお土産提案＞
商品名「お～い近江茶」
滋賀県にゆかりのある、名産品と企業のコラボレーション！

龍谷大学
社会学部コミュニティマネジメント学科4年

下村真代さん

★青森県代表

＜おすすめドライブコース＞
「弘前満喫！和モダンどらいぶ♪♪」
出発地点「弘前城公園」→観光「青森銀行記念館」→昼食「り
んご公園でりんごカツカレー」→観光「岩木山神社」→観光「黄
金焼」→観光「最勝院五重塔」→晩御飯「レストラン山崎」

＜新しいお土産提案＞
商品名「こぎん刺しのネイルシール」
津軽の主婦の知恵であるこぎん刺し！！

弘前大学
人文学部人間文化課程文化財論コース３年

平野詩織さん

★宮城県代表

＜おすすめドライブコース＞
「五感で楽しむ伊達な旅！年中楽しめる宮城旅コース♡」
移動で疲れたなんて言わせない！アクティブに、そしてリラック
スしながら楽しめる観光を目的としたプランです。
出発地点「定禅寺通り」→観光「遊覧船」→昼食「仲卸市場」→
観光「ハートランド」→観光「お釜」→観光「遠刈田温泉」→観
光「仙台城跡」→晩御飯「伊達の牛タン本舗」

＜新しいお土産提案＞
商品名「油麩ラスクwith蔵王クリームチーズ！」
昔馴染みのある伝統的な油麩と、小さいお子様も大好きな蔵
王クリームチーズを使用！

東北学院大学教養学部言語文化学科2年
阿部遥奈さん

★千葉県代表

＜おすすめドライブコース＞
「千葉県の房総半島ぐるり一周旅」
味覚と視覚で楽しむ千葉！千葉の海と自然の魅力を満喫でき
る、房総半島を一周するコースです。
出発地点「千葉ポートタワー」→観光「ホキ美術館」→昼食「外
房地域の海鮮丼」→観光「鴨川シーワールド」→観光「館山い
ちご狩り」→観光「マザー牧場」→晩御飯「海ほたる」

＜新しいお土産提案＞
商品名「なしタルト」
千葉県の特産品である「梨」と盛んである「酪農」を融合！

東京情報大学総合情報学研究科2年
川原周平くん

★
★
★

★★★
★

★
★★

＜プロモーション期間＞
2013年10～12月：参加者各自が学園祭のブログ等で地元の観光名所の投稿等により、プロモーションを展開。  
＜第一次審査期間＞2014年1月
（１）Google＋での投稿による、地元の観光PR（２）地元のお土産物のアイデイアプランの提案 （３）地元のドライブコースの提案  
＜最終審査＞2014年2月22日
第一次審査で上位10名による最終審査会でのプレゼンテーションによる決定。最終審査は、３つの要素で構成。 
（１）地元観光PR （２）地元のお土産物のアイデイアプラン （３）地元のドライブコースの提案

2013年10月から12月までは、それぞれ学園祭でのプロモーション期間として、参加者各自が学園祭のブログ等で地元の観光ＰＲの投稿等を実施。
2014年1月からは、第一次審査として、Google＋での投稿による観光ＰＲと、地元のお土産物のアイデイアプランの提案、地元のドライブコースの
提案を行って頂き、事務局審査により上位10名が決定され、最終審査会でのプレゼンテーションにより、グランプリ（観光庁長官賞）が決定いたします。

観光庁、内閣府
、全国９運輸局

、

日本政策観光局
、４５都道府県

後援

全国４７都道府
県６７大学が参

加！
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【決勝戦】
★日時｜2014年2月22日（土）　★場所｜岩手県公会堂

東北で2014.2.22NO.1が決定！
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＞国土交通省東北運輸局企画
　観光部観光地域振興課　課長

藤澤 義人

□審査委員◎昭和５７年４月運輸省入省◎主に交通、企画部門を歴任し、平成２０年４月より２年間平泉町に出向、世界遺
産登録に関与◎交通の見直しや、住民と一体となった観光の掘り起こし等を行う。 ◎平成２２年４月より現職、
震災以降、東北観光博や各種支援事業を展開している。 

　

＞岩手県商工労働観光部観光課
   主任主査

中嶋 英俊

□審査委員◎岩手県盛岡市出身◎平成５年４月　岩手県庁入庁◎総務部人事課、東京事務所企業立地観光部、県土整備
部空港課などを経て◎平成25年４月 現職◎この間、産業能率大学大学院経営情報学研究科でMBA取得（平
成19年３月）

　

＞盛岡市商工観光部　観光課

加藤 俊男

□審査委員

□審査委員

◎1969年　盛岡市生まれ◎1994年　盛岡市採用（水道部総務課配属） ◎2000年　総務部管財課 ◎2001
年　議会事務局議事課 ◎2007年　議会事務局庶務課 ◎2010年　議会事務局議事総務課 ◎2011年　商
工観光部観光課　チャグチャグ馬コ等のイベントや修学旅行誘致等を担当 

＞岩手県公会堂　副館長

佐藤文彦

　

＞観光庁 長官

久保 成人  

□審査委員長◎昭和５２．４ 運輸省採用◎５８．２ 同大阪陸運局総務部企画課長◎５９．７ 総理府防衛庁教育訓練局訓練課
部員◎６１． ６ 運輸省大臣官房国有鉄道部財政課補佐官◎６２．４ 同大臣官房国有鉄道改革推進部監理課補
佐官◎６３．４ 宮崎県企画調整部地域振興課長◎平成元．４ 同企画調整部総合交通課長◎２．４ 運輸省航空
局監理部総務課補佐官◎４．４ 同運輸政策局政策課補佐官◎４．６ 同運輸政策局政策課政策企画官◎５．７ 
同大臣官房文書課企画官◎７．６ 同近畿運輸局企画部長◎９．２ 同鉄道局総務課鉄道企画室長◎１０．７ 同航
空局管制保安部保安企画課長◎１１．７ 同大臣官房文書課広報室長◎１３．１ 国土交通省大臣官房広報課長
◎１３．７ 同海事局海事産業課長◎１４．７ 同鉄道局幹線鉄道課長◎１５．７ 同大臣官房参事官（人事）◎１６．
７ 同大臣官房人事課長◎１７．８ 同航空局監理部長◎１９．７ 同鉄道局次長◎２１．７ 同海上保安庁次長◎２
２．８ 同鉄道局長◎２４．９ 同大臣官房長◎２５．８ 同観光庁長官

＞株式会社リヴァンプ 
　代表取締役副社長 兼 COO

湯浅 智之

□審査委員◎2000年アクセンチュア株式会社入社◎2005年株式会社リヴァンプ創業時参画  同年、株式会社ロッテリア
出向、商品本部・管理本部執行役員で再生推進役として従事◎2010年株式会社リヴァンプ取締役就任 　

＞トヨタ自動車株式会社 渉外部  第1渉外室

名畑 徹

□審査委員

＞青山社中株式会社　共同代表

遠藤 洋路

□審査委員政策コンサルタント。1974年高知県生まれ。東京大学法学部卒業、ハーバード大行政大学院修士（公共政策
学）。1997年旧文部省に入省。生涯学習、初等中等教育、知的財産、スポーツ、国際交流などの分野を担当。在職
中に、霞が関の改革を目指すNPO法人「新しい霞ヶ関を創る若手の会（プロジェクトＫ）」の設立に参加し、理事
を務める。 2010年青山社中（株）共同代表に就任。国会議員や地方議員向けに、法律案・条例案の作成、選挙公
約の作成・評価など、政策面でのコンサルティング活動を行っている。

　

＞山形市役所総務部行革推進課

後藤 好邦

□審査委員1972年山形市生まれ。94年山形市役所入庁。納税課、高齢福祉課、体育振興課冬季国体室、企画調整課、都市
政策課を経て今年４月から行革推進課にて行政経営係長を務める。09年6月6日に、北上市職員の佐々木範久
氏、高橋直子氏らと共に「東北まちづくりオフサイトミーティング」を発足。現在は当ネットワークの運営委員を務
める。

（東北OM） 

＞株式会社ＧＥＴＴＩ GROUP
　代表取締役

太田 雅人

□審査委員◎1965年8月4日生まれ◎1984年 大阪府立大手前高等学校卒◎1989年 関西学院大学経済学部卒◎1989年 日本電気(株)
NEC入社◎1991年　NEC退職後、GETTIグループ創業株式会社GETTI GROUP代表取締役、株式会社ゲッテイ　代表取締役、米
国法人GETTI INC CEO、香港法人GXHoldings inc. CEO　一般社団法人クールジャパン協議会　副理事長、NPO法人地域活性
化大学　副学長、一般社団法人学生のチカラで日本を元気に！　顧問。1986年の学生時代、ラグビー同好会に所属しながら"JCF日
本サークル連盟"を設立し、企業側からの学生活動への協賛・支援の窓口を 担う。その中で、企業の学生マーケティング・ニーズに気づ
き、ヤングマーケット向けの広告・プロモーション・情報配信を行う、学生ビジネス集団 を設立。大学卒業後、日本電気(株)（NEC）を経
て25歳の1991年にNEC退職後、 GETTIグループ創業。現在、1業種1社の企業と、学校法人・地方自治体をクライアントに、ブティッ
ク型で展開するBranding＆Consulting事 業を行うかたわら、大学時代に掲げた＜Boderless Communication＞をグループポリ
シーとし、世代メデイア等のグ ループ会社の代表者として＜世代間＞、＜地域 間＞、＜国家間＞の障壁を超えるコミュニケーションネッ
トワークの構築を目指している。ライフワークとして＜将来世代である学生と一緒に＞日本を元気に！の活動を展開している。

　

＞株式会社ブロードバンドタワー
　代表取締役会長兼社長CEO

藤原 洋

□審査委員1954年、福岡県生まれ、1977年、京都大学理学部卒業し、1996年、東京大学工学博士（電子情報工学）を取
得。1997年に（株）日本アイ・ ビー・エム入社、その後、（株）日立エンジニアリング、（株）アスキーを経て、動画像符
号化方式の研究・標準化活動を行いMPEG（エムペグ）の創設に参画後、1996年、インターネット技術に関する
研究開発企業（株）インターネット総合研究所を設立。2005年、宇宙・環境エネルギーベンチャー（株）ナノオプト
ニクス・エナジーを設立（現在、取締役、ファウンダー）。2011年、（株）ブロードバンドタワー代表取締役会長に就
任。社長CEO兼務。公職活動として、現在、(財)インターネット協会　副理事長、慶應義塾大学環境情報学部特別
招聘教授、慶應義塾大学大学院プロジェクト研究教授、SBI大学院大学副学長を兼務。さらに、2009年、総務省
ICT政策タスクフォースメンバー、2010年、大学共同利用法人自然科学研究機構経営協議会委員、2011年、「日
印グローバル・パートナーシップ・サミット2011実行委員」に就任。代表著書に、『第４の産業革命』（朝日新聞出
版）の他、『ネットワークの覇者』（日刊工業新聞社）、『科学技術と企業家の精神』（岩波書店）など多数。

　

kankoaward.gakuchika.com/2nd www.campusnavi.com/

学生のチカラで日本を元気に！
都道府県対抗第２回学生観光ＰＲアワード審査員の皆様のご紹介（敬称略）

審査員紹介

＞一般社団法人クールジャパン
   協議会　理事長

DAVID KOIZUMI

□審査委員１９８２年３月６日 チリ、サンティアゴにチリ人の母親と日本人の父親との間に生まれる。 ２１歳の時にモデルと
して活動を始めると、瞬く間にMEN’SNONNO、smart、MEN’S JOKER、smart MAX(現MonoMax)、
POPEYE、Suite Catarogなど数多くのメンズファッション雑誌を始め、ファッションブランドのカタログや広告、
CMなど様々な媒体で活躍を始める。並行して２２歳の時、アパレル専門のセールスプロモーションを行う日本の
企業に入社すると、メンズに特化したアタッシュド・プレスの立ち上げに参加し、数多くのドメスティックブランドを
始め、インポートブランドのプレスを兼任し、様々な媒体などへの露出、プロモーションや、イベントなどをディレク
ション。現在は有限会社MiXTAの代表として、ファッションを中心としたエンターテインメントの分野でプロ
デュース業、ディレクション、PRやアドバイザーとして活動する傍ら、イベントのオーガナイザー、DJとしても様々
なクラブでのイベントやパーティーのプロデュース、キャスティングなども行い多岐に活躍している。2013年、一
般社団法人クールジャパン 理事長に就任。

　

（デイビッド コイズミ）



「学生のチカラで日本を元気に！ 
  東北の震災復興への貢献に向けて」

理事長：東京大学2年　川中崇史

　あの未曾有の大惨事からもうすぎ3年が経とうとしています。富士山の
世界遺産登録や東京オリンピック決定など、日本は次第に元気を取り戻し
つつあります。しかし、復興の手は未だ被災地全土に行き届いておらず、被
災地への関心は徐々に風化しつつあるといえます。
　大きな代償を払った東北大震災の経験を、わたくしたち将来世代の学
生は、風化させず、日本の魅力と素晴らしさを国内外に発信し、少しでも日
本が、被災地が元気になれるように貢献したいと考えております。
　私たち・学生が、これからの日本を担う僕らの世代が、何かできることは
ないのだろうか…そんな思いから、この団体の立ち上げに至りました。私た
ちがそれぞれの大学で所属するクラブや同好会、大学、ゼミでの活動して
いる活動だけでなく、全国の学生が大学や地域の壁を取っ払って、つな
がって、学生のチカラを発揮できたらと考えております。

　まだ、経験不足な学生ではありますが、若さとこれからの未来にかける
希望と夢に対する情熱をもって、地域や学園祭、映画や音楽、留学生、アイ
デア、そして理系のチカラといった包括的な側面から、この国を盛り上げて
いきたいと強く思っています。
　震災の年の2011年にアジアの学生の交流を主にした、ミスキャンパス
サミットを関西・山陰で開催し、昨年は【学生のチカラで日本を元気に！第
一回都道府県対抗観光PRｱﾜｰﾄﾞ】と第二回ミスキャンパスサミット２０１２
を首都圏で開催致しました。
　2年かけて作り上げた学生の絆を2013年、将来の公益社団法人化を目
指して、法人化致しました。そして同じ熱い思いを共有できる素晴らしい仲
間たちと一緒に、今年、第三回ミスキャンパスサミットと第二回学生のチカ
ラで日本を元気に！都道府県対抗学生観光PRｱﾜｰﾄﾞを、東北岩手県と首
都圏で開催させていただくことに致しました。
　少しでも日本・東北を元気にできるよう全力を尽くしたいと思います。

■学生のチカラで日本を元気に　について
　一般社団法人　学生のチカラで日本を元気に　は、様々な分野で活
躍する学生の活動を応援し、包括的な側面から、この国を盛り上げていき
たいと強く思っています。震災の年の2011年に日本とアジアの学生の恒
久的な交流・親善と日本の魅力の発信をテーマにした、ミスキャンパスサ

ミットを関西・山陰で開催し、2013年は、全国の学生による地域活性化
イベント【学生のチカラで日本を元気に！第一回都道府県対抗観光PRｱﾜｰ
ﾄﾞ】と第二回ミスキャンパスサミット２０１２を首都圏で開催致しました。
　2年かけて作り上げた学生の絆を2013年、将来の公益社団法人化を
目指して、法人化致しました。

学生のチカラで日本を元気に！とは
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■名称：一般社団法人　学生のチカラで日本を元気に
■住所：東京都港区赤坂1丁目1番17号　 細川ビル7F
■設立：2013年8月
■代表：代表理事　川中崇史（東京大学）
　　　  理事　中野哲杜(慶応義塾大学)、齋藤弘明(早稲田大学院)、
　　　  浅沼貴仁(鳥取大学)

理事長
東京大学
川中崇史君

ミスキャンパスのチカラ
慶応義塾大学
中野 哲杜君

映画のチカラ
早稲田大学
齋藤弘明君

学園祭のチカラ
鳥取大学
浅沼貴仁君

■2011年 日本とアジアの学生の恒久的な
交流、友好、親善　を目指し、第1回ミスキャ
ンパスサミットを関西・山陰で開催

■2012年 全国の学生が、地元の活性化に貢献する、学生の
チカラで日本を元気に！第一回都道
府県対抗観光PRアワードを開催
　　
■2013年 将来の公益社団法人化を目指し
て、一般社団法人学生のチカラで日本を元
気に設立

2014年…
東北の震災復興への貢献を目指して、

第２回学生のチカラで日本を元気に！都道府県対抗学生観光PRｱﾜｰﾄﾞと

第３回ミスキャンパスサミットと、東北岩手県と首都圏で開催！！

展開
準備中 プロジェクト名 目的

包括
プロジェクト

学生のチカラで
東北を元気に！

東日本大震災
復興への寄与

地域
活性化

ガクチカ観光
ＰＲアワード

地域活性化・地域
観光振興への寄与

国際交流・
親善

ミスキャンパス
サミット

国際平和／インバウンド
振興への寄与

クリエイター
発掘・育成

ＪＣＦ学生映画祭 才能発掘・育成／
地域振興への寄与

一般社団法人［学生のチカラで日本を元気に］では、
「学生のチカラで日本を元気」プロジェクトとして、２
０１４年、「地域活性化」「国際交流・親善」「クリエイ
ター発掘・育成」そして「震災復興への貢献」をテーマ
に日本を元気にする活動に取り組んでまいります。

【Thema】包括プロジェクト

【Thema】地域活性化

【Thema】国際交流・親善

【Thema】クリエイター発掘・育成

学生のチカラで日本を元気に！
第一回都道府県対抗観光PRアワード
全国の学生が地元の観光PRをＳＮＳで展開。
学生による地域貢献・地域活性化を推進。

ミスキャンパスサミット

日本とアジアの学生の恒久的な交流・親善と
日本の魅力の発信を目的に開催。

ＪＣＦ学生映画祭

日本とアジアの学生の恒久的な交流・親善と
日本の魅力の発信を目的に開催。

学生のチカラで東北を元気に！

陸前高田、石巻に毎月5名づつ学生が
現地入りし、復興を考え、行動するボランティア活動を継続的に展開。

20112013

■概要／平井知事ご臨席のもと、鳥取県が推進する
「まんが王国とっとり」を、アニメ・まんがキャラに着
飾ったミスキャンパスが応援するイベントを鳥取県庁
で開催。
■開催意義／開催地の地域振興を念頭に、地域の
観光PRをミスキャンパスが担います。本年は、開催
地鳥取で2012年開催される「まんが王国とっとり」
の＜KAWAII大使＞に、平井鳥取県知事より任命さ
れ、アジア各国や全国で、開催地・鳥取のPRに貢献
いたします。
■開催日／2011年12月16日（金）
■会場／鳥取県庁
■ゲスト／鳥取県 平井知事

開催地プロモーション
■開催日／2013年2月22日
■会場／川崎商工会議所
■内容／東京大学、慶応義塾大学、上智大学、埼玉
大学とベトナム、シンガポール、インドネシアのミス
キャンパスが2月22日を、学生アジア友好の日と定
め、この日に一同が会し、国際交流する事を目標とし
た実行委員会を設立しました。

ミスキャンパスカンファレンス

■開催日／2013年2月24日
■会場／浅草周辺
■内容／学生観光PRアワード入賞者と東京大学、
慶応義塾大学、上智大学、埼玉大学とベトナム、シン
ガポール、インドネシアのミスキャンパスが首都圏観
光として浅草を観光し交流を行いました。 

浅草観光

■開催日／2013年2月23日
■会場／狭山スキー場
■内容／日本の誇るべき冬のスポーツ観光資源で
あるスキーの楽しさをアジアに配信するためス
キー・スノーボード体験を行いました。 

スキーSUKIプロジェクト

■開催日／2013年2月25日
■会場／川越小江戸
■内容／歴史赴く
川越小江戸でベトナ
ム・インドネシア・シ
ンガポール代表が
着物を着て散策を
行いました。

観光地プロモーション

■開催日／2013年2月23日
■会場／東京情報大学千葉ステーションキャンパス
■内容／全国の学生が集まる観光PRアワードにて
東京大学、慶応義塾大学、上智大学、埼玉大学が実
行委員会設立の報告を行い、アジア3か国のミス
キャンパスがインバウンド賞の審査員を行いました。

ミスキャンパスフォーラム

■概要／アジア、日本（関西・関東）のミスキャンパス13人がモデルとなり、ファッションの街・神戸の大丸神戸店で、交流
ファッションショーを実施。
■開催意義／第1回ミスキャンパスサミットは、日本の観光や元気をPRする目的で開催されましたが、ミスキャンパスの
関心事であるファッションについて、日本の誇るべきファッション産業の情報発信を目的に、ファッション産業が盛んな
神戸において、大丸神戸店様のご協力のもと、ミスキャンパスがモデルとなり、ファッションショーが開催されました。
■開催日／2011年12月18日（日）
■会場／神戸居留地（大丸神戸店）

ミスキャンパスコレクション

■概要／関東、関西、アジアの学生が、お互いの国、地
域についての発表を行う交流会勉強会を鳥取環境大
学で開催。［MISS CAMPUS SUMMIT 2011 
TOTTORI 宣言］を採択。
■開催意義／第1回目の本年は、鳥取環境大学で開
催され、アジア4カ国と関東代表、関西代表、鳥取代表
の7名が、大学生らしく自分の国や地方、大学の紹介
を行いました。また、フォーラムでのデイスカッション
を通じて、第1回ミスキャンパスサミット・鳥取宣言が
採択されました。
■開催日／2011年12月17日（土）
■会場／鳥取環境大学
■ゲスト／鳥取県 平井知事、
国土交通省中国運輸局 荒井局長

ミスキャンパスフォーラム

参加者：観光PRアワード上位入賞者10名とスキャンパスサミット参加者
開催場所：岩手県盛岡市（岩手県公会堂）

   9:30     達増岩手県知事表敬訪問
11:00     マスコミ訪問
15:00～  盛岡市内観光

10:30     開会挨拶
　            オープニングアクト
10:40     審査委員紹介
10:50     発表（1人１０分）５名発表
11:40     休憩（１０分）
11:50     発表（1人１０分）５名発表
12:40     審査集計（昼食休憩・各自自己負担）
13:40     結果発表
13:50     審査員講評・フォトセッション
14:10     記者会見
14:30～
15：30     

交流会（ティーパーティ）

21日(金) 22日(土)

「学生のチカラで日本を元気に！ 第2回学生観光PRアワード」決勝戦

「学生のチカラで日本を元気に！ 第2回学生観光PRアワード」特別企画

ミスキャンパスサミットの軌跡

第3回キャンパスサミット　※日・ASEAN友好協力40周年認定イベント
国内主要大学のミスキャンパスが、アジアの学生間の交流・友好の輪を広める「アジア親善大使」としての役割を果たすべく、
アジアのミスキャンパスを招き、 2011年に引き続き、継続開催。
2013年2月20日～26日
岩手県、東京
ミスキャンパスサミット実行委員会
 一般社団法人学生のチカラで日本を元気に！ 　　　　　 CampusNavi
外務省
東京大学広告研究会/慶応義塾大学広告学研究会/上智大学ソフィア祭実行委員会
ミスキャンパスサミット運営事務局
インドネシア、ベトナム、シンガポール

東京大学、慶應義塾大学、上智大学　他

名      称
開 催 目 的

開 催 日 時
開 催 場 所
主 　 　 催
共 　 　 催
後 援
学生実行委員会構成
制 作 運 営
参加予定国
（アジアミスキャンパス）
国内参加予定大学
行 事 内 容

★「第３回キャンパスサミット」
｜
｜

｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜

｜
｜

　　日・ASEAN友好協力40周年認定イベント

Miss Campus Summit第3回

（１）ミスキャンパスカンファレンス：実行委員会設立後の活動報告とアジアと日本の今後を考える　（２）観光PRアワード決勝戦への出席：日本の各地の観光活性化についての情報交換観光庁・自治体への表敬訪問（３）宣言採択：
新たな委員を迎えて今後の共通目標の確認　（４）陸前高田市震災復興ワークショップ開催、被災地ボランティアへの参加　（５）開催地プロモーション：日本観光地の発信　（６）観光庁・自治体への表敬訪問

kankoaward.gakuchika.com/2nd www.campusnavi.com/


